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研究成果の概要（和文）：ミュージアムの解説と投稿をwebで共有する参加型成長連携支援システムを発展させ
た。スマートフォンを使用し、ミュージアム等をwebで繋ぎ、分野と地域を越えたシステムで、広く深い鑑賞へ
と導くシステムを改善した。研究成果は、以下にまとめた。日本デザイン学会口頭発表及び『日本デザイン学会
EDプレス』（2021）。『情報デザイン特論』（2022）。陸前高田市立博物館でのシンポジウム（2022）。TV番組
『情報をデザインする-ミュージアムの役割と可能性-』。日本展示学会口頭発表及び『展示学66』(2023)。TV番
組『情報をデザインする-デザインミュージアムへの広がり-』

研究成果の概要（英文）：We have developed a participatory growth collaboration support system that 
shares museum explanations and posts online. We have improved the system that uses smartphones to 
connect museums and other institutions online, leading to broader and deeper appreciation through a 
system that transcends fields and regions. The research results are summarized below. Oral 
presentation at the Japanese Society for the Science of Design, and "Japanese Society for the 
Science of Design ED Press" (2021). "Special Topics in Information Design" (2022). Symposium at 
Rikuzentakata City Museum (2022). TV program "Designing Information - The Role and Potential of 
Museums". Oral presentation at the Japanese Society for Exhibition Studies, and "Exhibition Studies 
66" (2023). TV program "Designing Information - Expanding to Design Museums"

研究分野： デザイン

キーワード： 鑑賞支援　ミュージアム　連携　デザイン

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
災害が多発し、新型コロナウイルスの影響下において、美術館や博物館、水族館などのミュージアム全体の連携
を考え、シンポジウムを開催し、その成果を反映し、使いやすい参加型の鑑賞支援システムに改善していくこと
は意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
１．研究開始当初の背景 
⑴ 国内外で災害が多発し、美術館や博物館、都市には甚大な被害が続き、被災館は情報が低下

しており、尊い命さえ失われている。筆者も 2018 年の西日本豪雨で被災し、断腸の思いで廃棄

作業に明け暮れ、命の尊さを再認識した。また、デジタル技術の発展により、海外の人々とリア

ルタイムでのコミュニケーションが容易になると同時に、リアルとバーチャルの世界の境界が

曖昧になりつつある。 

⑵ 2002 年から PDA やスマートフォンに代表される携帯情報端末を使用した作品鑑賞支援シス

テムの開発とそのデザインを鑑賞者の視点から行い、美術館や屋外で実証実験を行ってきた。ま

た 2010 年からは博物館においても実験を開始し、「美術館」、「博物館」、「都市」の連携を実施し

てきた。 

 

２．研究の目的 
地震や災害によって被災した美術館や博物館、水族館など、ミュージアムの「リアル」な連携に

よる活性化と、デジタル技術を活用した「バーチャル」な連携による支援を目指す。ここでは、

分野を越えた「リアル」なミュージアムの連携による活性化の可能性を探ると共に、美術館や博

物館が用意した「いのち」をテーマにした展示情報と、現地から参加者が投稿した写真画像やコ

メントを web で共有する参加型連携支援システムを発展させ、より使いやすいシステムを実現

する Co muse System：Cooperative museum evolution System（http://comusesystem.com/）。 

スマートフォンを使用し、美術館や美術館、都市を web でつなぎ、分野と地域を越えた参加型連

携支援システムで、人間の根源的な「いのち」の営みと歴史について、広く深い鑑賞へと導く支

援システムを目指す。 

 

３．研究の方法 

⑴ 新たな館との連携：2021 年福井県年縞博物館（6点）の提供と連携開始 

⑵ シンポジウムの開催：美術館、博物館、水族館など分野を越えたミュージアムの「リアル」

な連携と、デジタル技術を活用した「バーチャル」な連携による活性化を具体的検討するため、

2023年 2月 20 日に陸前高田市立博物館でシンポジウムを開催した。 

① 第 1部：地域のミュージアムの現状と課題 

② 第 2部：ディスカッションその 1（地域のミュージアムのありようと連携の必要性） 

③ 第 3部: ディスカッションその 2（情報デザインによるミュージアム連携の可能性） 

参加者は、以下の７名であった。熊谷賢(陸前高田市立博物館)、真鍋真(国立科学博物館)、前川

さおり(遠野市)、古川健(ふくしま海洋科学館)、山内宏泰(リアス・アーク美術館)、籔本美孝(北

九州市立自然史・歴史博物館)、伏見清香 (放送大学教授) 

 

４．研究成果 

2021 年に連携を開始した福井県年縞博物館は人と人とのつながりを大切に実現した博物館であ

ることが館の展示にも示されている。また、東日本大震災をとコロナ禍を経験し、12 年近くの

時を経て再オープンを遂げた陸前高田市博物館も、地域の人々との強いつながりがシンポジウ

ムで述べられた。シンポジウムの内容は、『情報をデザインする〜ミュージアムの役割と可能性

〜』BS231ch の 45分番組として制作し、2023年から 2025年の 2間で 20回の放送が予定されて

いる。第 1回は 2023年 4 月 30 日に放送され、2024年 7 月 13日の放送予定も Web にアップさ



れ、「ＳＮＳなど個人が手軽に情報発信できるようになったことで、ミュージアムの役割と可能

性が急速に変化している。ミュージアム自身も鑑賞者の意見や他のミュージアムの情報を取り

入れ、組み合わせ、デザインすることで展示を更新することができる。その一方で、リアルな展

示・鑑賞の意義が再認識されている。番組では 2022 年秋にリニューアルオープンした陸前高田

市立博物館で、これからのミュージアムのありかたを議論していく。」としている（図 1）。 

 

図 1.陸前高田市立博物館におけるシンポジウム 

 

研究報告として、2021 年には、日本デザイン学会の環境デザイン部会で口頭発表し、『日本

デザイン学会 EDプレイス』第 93 号（2021）にまとめた。また、「災害・コロナ禍におけるミュ

ージアムの現状と連携を考える」というテーマで、日本展示学会での発表し、学会誌『展示学』

第 66 号（2023）に掲載された。 

更に、書籍『情報デザイン特論』の 111p-188p で以下の３項目に大別し、それぞれまとめて整

理し、解決策を見いだした。 

⑴ 参加型成長連携ミュージアム支援システムの課題（10項目） 

⑵ 鑑賞者と学芸員とデザイナーのつながりをツールに生かす（9 項目） 

⑶ デザインの改善（6 項目） 

しかし、コロナ禍により、各館で実験を実施することができなかったため、今後の課題である。 

 加えて、2022 年の博物館法の改正により、「他の博物館等と連携すること、及び地域の多様

な主体と連携・協力による文化観光その他の活動を図り地域の活力の向上に取り組むこと」な

どの文言が追加され、本研究は重要なテーマとなってきている。 
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